















の成果をもって 宗門の発展に寄与させようとし 。いわゆる浄土宗海外留学生（制度） ある。彼らの海外での研究先や研究活動を探求することは 近代浄土宗僧の学知修得を考察するうえでも意義あることであろう。
　
本稿は、本学有縁の浄土学僧や研究者の留学について、 『浄土



















































































































欧州殊に仏蘭西に於ける過去及現在の佛教研究が如何に行はれつゝあるか 就て、十九世紀の始め頃より仏蘭西高等学院の教授達によりて其の研究が始められ、其の特色としては欧州各国の小乗研究 脱して最初より大乗教の研究に手を付けられた事、更に現代に至 まで各年代順に研究者及其の著書等を詳しく説明し、大い 師留学中 を発表せられ会員をして海外の佛教研究 状態を容易にうなづかしめた。
と、留学成果の一端をしめす発表をおこなったことを伝えている。　
このように、 『浄土教報』には、留学以前・留学中・帰国後の成果な
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































千九百二十二年十二月二十六日の朝、新聞タイムス紙を読んで居ると、英国東洋学者で日本の仏教徒に親縁のある博士リス・デビツヅ翁の長逝が記してあつた、同宿の矢吹慶輝氏と共に驚いてその記事を読んだ、十二月二 七日遂に老博士は長逝せられた、日本の仏教徒に早く知らせたい、尚ほ在英佛 は同氏未亡人カロリン夫人を訪ねて弔意を表し などゝ話したことである、私は先づタイム紙の記事を抄訳して見やう。
英国に於けるバリー語仏典の一大権威として長年東洋研究に数多の貢献をせられたリス・デビツヅ博士は十二月二十七日七十九歳の高齢を以つてサーレ、チツブステツドの自宅でハーゼ教授の許にギリシア語を学びステンツラー博士の許でサンスクリツトを研究し後千八百六十六年頃より佛教研究に指を染め八年間セイロンに止り英本国に帰来英国学界の指導者となり、千八百八十二より千 百十二年迄倫敦大学のパーリ語並に佛教文学の教授であつた、又千九百四 より同十五年迄マンチエスター大 比較宗教学の教授であつた。千八百八十五年千九百四年迄英国王立亜細亜協会 理事並に図書館長であつて、日本仏教徒 最も知れるバリー、テキスト、ソサイチ は実に同博士の創立になりしものである同博士の遺著多し云々。
午後二時頃の列車であつたと覚えて居る、途中ブレリーで汽車乗り換えてチブステツド駅に下車した、四五□ある小高い丘を横切つて老博士の自宅の門をたゝいたら直ぐに、カロリン夫人が出






























































































ことが多い。とくに、所属先でど ようなことを、誰に、どういったかたちで学んだか、どうのような人々 交流したか などである。　
本稿で中心に考察した稲垣についても、オックスフォード大学マン




教人類学者との交流は、この時代の学知 形成・拡散を考えるうえで重要であろう。 くに 稲垣 宇野がイギリス ロンドンで下宿し交流があったことは、留学 実態が不確かな宇野を考える際に多大な事実確認となろう。　
最後に、近代浄土宗の学僧にとどまらず、人文学知に修得がどのよ





















































































































































































































































































































































 「仏教を学ぶために」 （ 『佛教大学通信教育部部報』第三八号
　
昭和三四年二月）
（
57） 『浄土教報』大正一二年六月二九日掲載記事。
（
58）前掲注（６） 、四二四頁。
（
59）同右。
（
60）同右。
〔付記〕　
本小論は、本学国際交流センター機関紙『友好の輪』第二九号に寄
稿を予定していた拙稿「学長先生の海外留学」を、大幅に加筆修正したものである。　
紙面のリニューアルによって掲載がかなわなかったが、こ 小文を
もって、かつて務めた同センター部門担当の責にかえたい。
（さいとう
　
としひこ
　
歴史文化学科）
 

二〇一九年十一月十四日受理
